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研究成果の概要（和文）：上肢および下肢を補助可能な全身動作補助機開発した．本装置は歩行

や ADL を補助可能とする．本装置を用いた歩行時の脳活動を計測し，ニューロリハビリテー

ションの効果を検討した．その結果，トレッドミル上では装置に慣れてくると脳活動が低下す

るため，腕振りが重要であり，トレッドミル上よりも移動しながら訓練をすると脳活動が活性

化することを確認した． 
 
研究成果の概要（英文）：We developed a new whole body motion support type mobile suit. 
This suit can be used separately for supporting the upper and/or lower limbs, for assisting 
ADL (Activities of Daily Living). The brain activity during walking on a treadmill and in a 
corridor is compared. From the results of this experiment, we found it is most effective for 
gait training to actually walk and not stay fixed in one location. We also found it is 
important for patients to swing their arms during gait training in rehabilitation. 
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ワーク 
 
１．研究開始当初の背景 
 近年の日本の脳卒中患者は年間 130 万，脊
髄損傷患者は年間 10 万といわれ，その数は
年々上昇しているが，入院日数制限等により
十分なリハビリができない，PT,OT 等の数が
不足していることから，効率の高い訓練装置
の開発が求められている． 
 
２．研究の目的 

 本研究では，全身動作を補助する装置を開
発し，歩行訓練，歩行促進や ADL（Activities 
of Daily Living）やその訓練補助に使用する
ことを目的とする．またこれらの装置を使用
し，使用者の筋活動・脳活動への影響を調べ，
ニューロリハビリテーションへの有効性を
検討する． 
 
３．研究の方法 
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 装置を上肢作業補助用，下肢歩行補助用と
して別個にも使用可能な構造として設計製
作する．また，上下肢補助を可能とするよう
これらを組み合わせて使用することも可能
とする．さらに，対麻痺患者が安全に移動し
ながら訓練できるよう，被験者と装置の両方
を免荷可能な移動自走式リフターを製作す
る．また，体幹を前掲した起立動作補助を行
う装置を開発する． 
 上記装置を用い，歩行時の筋活動および脳
活動変化を計測し，本装置の効果及びその影
響，さらにニューロリハビリテーションとし
て使用した際の有効な使用方法を検討した． 
 
４．研究成果 
 下肢歩行補助機として使用した場合，1 時
間脚部の筋電を計測して周波数分析をした
ところ，通常歩行では約 30 分程度から平均
周波数の低減が見られ，疲労していると評価
できたが，本装置を使用したときは，1 時間
中に周波数低減が確認できず，疲労軽減の可
能性を示唆した． 
 また，全身動作補助機として使用し，トレ
ッドミル上を歩行したとき，廊下を歩行した
とき，さらに腕振りの有無の違いについて，
通常歩行時と脳活動を比較したところ，装置
に初めて使用した時は脳が活性化している
が，トレッドミル上での歩行に慣れてくると
前頭前野以外は活動が低減し，リハビリには
全く効果が得られない可能性があることが
わかった．しかし廊下で移動しながら歩行す
ると脳の全範囲で活性化するため，可能な限
り目的意識を持って移動しながら訓練する
ことが有効であることを示した．また，トレ
ッドミル上で慣れてきても，腕を振りながら
訓練すると脳活動低下を防ぐことができる
ことを確認した． 
 起立動作補助機を設計製作し，膝および股
関節の負荷トルクを軽減することが可能な
装置を開発した． 
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